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携帯情報端末で動作する屋内測位システムの開発
無線ビーコンと携帯情報端末だけで屋内の位置と移動軌跡を計測
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マルチエージェントアーキテ
クチャーの研究開発を行って
います。センサーネット、シ
ミュレーション、データマイ
ニング、群ユーザー支援、ナ
ビゲーションを統合した、安
全と利便性を両立した空間見
守りシステムが現在の目標で
す。2005 年の愛・地球博に
おいて、グローバルハウスの
統合情報支援システムの開発
を行いました。

屋内空間での測位
屋内空間での位置や移動軌跡を計測する測

位システムは、さまざまな応用サービスを実
現する基盤システムとして実用化が期待され
ています。屋外の開けた空間では GPS （Global 
Positioning System）が携帯電話での商用サービ
スとして実用化されていますが、屋内や高層ビ
ルが林立する都市部ではGPSの利用は困難です。
屋内測位システムを、携帯電話やPDAなどの携
帯情報端末で高速・安価に実現できれば、館内
案内・避難誘導のナビゲーションといったさま
ざまな応用サービスが実現可能になります。

サーバーとの通信が不要の屋内測位システム
この研究で実現した「屋内自律型測位システ

ム」は、屋内環境に設置された無線ビーコン装
置からの信号を受信した携帯情報端末が、それ
自身に搭載した測位エンジンで確率統計的に
ビーコン信号を解析し位置を特定します（図1）。
このシステムの特徴は、以下の通りです。
1）確率統計推論を用いた測位エンジン

最低3個の無線ビーコンの信号を確率統計推
論によって処理し、屋内でのユーザーの位置
と、時系列に沿った移動軌跡とを同時に推定
する測位エンジンソフトウエアを使用してい
ます。確率統計推論を用いることにより、測
位の精度の向上、およびビーコン信号の一時
的な欠落や雑音に対する信頼性の向上を図る
ことができます。

2）携帯電話で動作可能
測位エンジンは、携帯電話程度の情報処理能
力で動作可能なため、サーバーとの通信なし
に自律的に測位を実行できます。
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3）混雑した環境でも動作可能
無線ビーコン信号としてVHF帯の電波を使用
することにより、人が多く集まる混雑した環
境でも性能の低下を抑えることができます。

4）低消費電力
無線ビーコン信号は低電力の微弱無線を利用
しており、無線ビーコン装置は乾電池でも動
作可能な省エネルギー設計となっています。
このため長期間にわたって保守が不要になり
ます。

5）柔軟なデータ利用
携帯情報端末で得られた測位結果は、端末上
に蓄積する・蓄積しないを選択でき、携帯電
話の通信経由でサーバーに接続することによ
りデータを取り出すこともできます。

　このシステムは、横浜ランドマークプラザに
おいて実証実験を行い、実商業施設での動作が
確認されています（図2）。

今後の展開
今回開発した屋内自律型測位システムは、数

多くの応用の可能性があります。例えば、ショッ
ピングや観光の際のナビゲーションサービス、
さらには緊急時・非常時の避難誘導ナビゲー
ションシステムへの展開が考えられます。また、
ビルなどの建物の管理・サービス業務への応用
や、屋内空間でのロボットの誘導システムに応
用することも可能です。

図１　システムの概要

用途に応じたデータの利用

マーケティング病院ショッピングモール

結果表示（図2）

測位エンジンで位置解析

無線ビーコンからの信号受信1
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図２　屋内測位結果の表示例
画面中央の赤丸がユーザー位置を表示したもの。時間の
経過とともに計測されたユーザーの位置情報が更新され
ユーザーの移動が確認できる。




